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•このたびは、ノ くナソニック製品をお買い上げいたださ、 

まことにありびとうございます。 

•取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。 

•ご使用前に r ち全上のご注意」 （4 〜7ページ)を必ずお読みください。 保管用^ 

•保証書は「お買い上げ曰•販売店名」などの記入を確かめ、 = 

取扱説明書ととちに大切に保管してください。 保証書別添付 











あんま、マッサー ジの 代用-^ 

-疲労回復 

• Jin 行の促進 

• 筋肉の疲れをとる 

•筋肉のこりをほぐす 

• 神経痛•筋肉痛の痛みの緩解 
\ J 



機能 

参照 

ぺージ 


全身自動コース 

► p .22 

マッサージメニュー 

骨盤コース 

► p .28 


お好み動作 

► p .30 

エアーマッサージ 

下半身 

►^ P .3 已 

手•腕 

► p .36 

ストレッチマッサージ 

脚ストレッチ 

► p .37 

自動調節機能 

体型センシング 

► p .46 


ちみ圧調節 (8 段階） 

► p .24 

強さ調節機能 

骨盤コース強さ調節 (4 段階） 

► p .29 

エアー 強さ調節 (5 段階） 

► p .34 


ちみ圧パワーモード 

► p .24 


リクライニング角度 

► p .38 

椅子調節機能 

脚のせ台角度調節 

► p .38 


脚のせ台スライド調節 

► p .39 

その他 

操作器トレイ 

► p .17 

枕背クッション 

► p .39 
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ち<じ 


ご使用前に 


安全上のごま意 . 4〜7 

各部のなまえとはた5き . 8〜11 

設置ずる . 12〜13 

組み立てる . 14〜17 

毎回マッサージをはじめる前に . 18〜19 


使いかた 


を身自動 

コース 


お気に入り 

コース 


簡単な使いかた . 20〜21 

全身を自動でマッサージしたい . 22〜2己 

参全身自動コースをはじめる 
参首•肩•背 • 腰のマッサージ強さを調節する 
•首 • 肩だけ/背 • 腰だけのコースに変更する(部位切/入機能） 

• 「下半身」「手 • 腕」のエアーマッサージの切/入や強さ調節をする 

自分好みにもみ圧(強さ）を調節した r 全身コース」を登録したい . 26〜27 

•お気に入りコースに登録する 
•登録したコースではじめる 

骨盤まわりをほぐしたい . 28〜29 

•骨盤コースをはじめる 
•骨盤コースの強さを調節する 

「首をもみたい」「肩をたたきたい」などお好みの部位をお好みの動作で集中して7ッサージしたい... 30〜33 

•お好み動作をはじめる 
参強さや位置を調節する 

「下半身」「手•腕」のエアーマッサージや脚ストレッチがしたい . 34〜37 

•エアーマッヴージをはじめる 
•強さを調節する 

_ •エアーマッサージの上手な使いかた 

リクライニング角度•脚のせ台•枕を調節ずる . 38〜39 

マッサージを終了ずる . 40〜41 



お好み動作 


エアー7ッサージ 


お手入れ/ Q&A 


お手入れのしかた . 42〜43 

本体を移動するときは . 44〜45 

Q&A . 46〜49 


お知5せ 


全身自動コース/お好み動作の内容について . 50 

エラー表示について . 51 

故障かな？と思ったとき . 己2〜己3 

定格•仕様 . 54 

保証とアフターヴービス . 裏表紙 

























































安全上のごを意 f 化ずお守り<だをし0 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 
■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明していまず。 


A 警告 

「死 t や重傷を負ラおそれがある内容」です。 

A 注意 

r 傷害を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 


■お守りいただく内容を次の図記号で説明していまず。(次は図記号の例でず) 
してはいけない内容です。 

〇 実行しなければならない内容です。 


A 警告 1 

〇 

必ず守る 

♦医師の治療を受けているときや下記の人は必ず医師と相談のうえ使用ずる。 

(1) ペースメーカーなどの電磁障害の影響を受けやすい体内植込型医用電子機器を使用している人 

(2) 悪性しゅよう（腫瘍）のある人 

(3) /こ X 臓に障害のある人 

(4) 妊娠中や出産直後の人 

(5) 糖尿病など高度な末梢循環障害による知覚障害のある人 

(6) 骨粗しょう（鬆）症の人、せきつい（脊椎）を骨がしている人、ねんざ（捻挫)、肉離れなどの 
急性とう（疼）痛性疾患の人 

(7) 施療部位に創傷のある人 

(8) 体温 38°cm 上（有熱期）の人 

(例：急性炎症症状〔けん怠感、悪寒、血圧変動など；!の強い時期、衰弱しているとき） 

(9) 安静を必要とずる人や著しく体調のずぐれないとき 

(10) 背骨に異常のある人、曲がっている人 

(11) 椎間板ヘルニア症の人 

(12) 上記 m 外に身体に特に異常を感じているとき 
守らないと事故や体調不良をおこすおそれびあります。 

•使用中に身体に異常があ 5 われたり感じたときや使用してら効果があ 5 われない場台は、 

直ちに使用を中止し、医師に相談ずる。 

守らないと事故や体調不良をおこすおそれびあります。 

• マッサージ使用中や背らたれ、脚のせ台を動かずときは必ず周囲（本体の後部 • 下部-前部-側部） 
に人やぺットがいないことを確認ずる。 

• 体型センシングしたときは必ず肩位置が台っているか確認ずる。台っていないときは位置調節ボ 
タンで肩の高さを調節ずるか、マッサージを停止して再度体型センシングを行なう。 

(全身自動コース、お好み動作のとき） 

守らないと事故やけびのおそれびあります。 
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A 警告 

〇 

必ず守る 

•使用前には、必ず枕背クッションを上げて、本体の布地が破れていないか確認ずる。 

また、その他の部分にも布地の破れがないか確認ずる。 

(どんなにルさな破れでも、直ちに使用を中止し、電源プラグを抜き、修理を依頼してください。） 

布地び破れた状態で使用するとけびや感電のおそれびあります。 

♦はじめは弱い刺激でマッサージずる。また、マッサージは1回1日分 m 内に。また、同一か所への 
使用は日分 m 内にずる。 

守らないと逆効果やけびのおそれびあります。 

•使用後は必ず電源スイッチを「切」、施錠スイッチを「閱」にし、施錠キーを抜く。 

守らないとおテ様のいたずらによる事故やけびのおそれびあります。 

• 電源プラグは根元まで確実に差し込む。 

守らないと感電や発熱による乂災の原因になります。 

• 電源プラグのほこり等は定期的にとる。 

守らないと湿気等で絶縁不良となり、乂災の原因になります。 

を 

•次の人は使用しない。 

医師か5マッサージを禁じ5れている人（例：血を（塞栓）症、重度の動脈りゅう（瘤)、 

急性静脈りゅう（瘤)、各種皮膚炎および皮膚感染症[皮下組織の炎症を含む]など） 

症状を悪化させるおそれびあります。 

• 次の人は骨盤コースを使用しない。 

(1) 急性腰痛、椎間板ヘルニア、腰椎ずベり症の人 

(2) 変お性股関節症など股関節の悪い人 

(3) 骨粗しょう（鬆）症の人 

(4) 使用中に脚のしびれ、だるさを感じた人 
症状を悪化させるおそれびあります。 

•首周辺をマッサージずるときは、もみ玉の動き1し注意して、首の刖方や過度1し強いマッサージは 
しない。 

• 背もたれやひじ掛けの上にの5ない。 

•お子様に使わせない。また、本体の上で遊ばせたり、座面•背もたれ•ひじ掛けの上にの5せない。 

• 自分で意思表示ができない人、または、自分で操作できない人は使わない。 

事故やけびのおそれびあります。 

♦ コンセントや配線器具の定格を超える使いかたや交流 1 oovm 外での使用はしない。 

(海外でのご使用や変圧器を用いたご使用はできません。） 

感電-故障や発熱による乂災の原因になります。 

•電源コード-電源プラグを破損ずるようなことはしない。 

(傷つけたり、加工したり、熱機器に近づけたり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、 
重い物をのせたり、束ねたりしない。） 

傷んだまま使用すると、感電•ショート•乂災の原因になります。電源コードや電源プラグの修理は、 
販売店または「修理ご相談センター」にご相談ください。 

鱗) 

めれ手禁止 

•めれた手で、電源プラグの抜き差しはしない。 

感電の原因になります。 

分解禁止 

•絶対に改造しない。また、ご自分で分解したり、修理をしない。 

発乂したり、異常動作して、けがをするおそれびあります。 


ご使用前に 
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まを上のごを意（つづき) 


A ま后、 

〇 

必ず守る 

•現在健康でら下記のような人は必ず医師と相談のうえ使用ずる。 

(1) 加髓により筋肉の衰えた人や瘦身の人 （2) 骨や内臓に起因する腰痛の人 

(3) 巧ち身やねんざのしやすい人 （4) 乗物酔いの激しい人（日）過去に/こ、臓や内臓の手術をされた人 

守らないと健康をそこなうおそれびあります。 

• もみ玉が収納位置にあることを確認してか5座る。 

♦ 本体に異物がはさまっていないか確認してか5座る。 

(背もたれ、脚•足裏マッヴージ部、手•腕マッヴージ部、座面の下に異物がはさまっていないか確認ずる。） 

守らないと事故やけびのおそれびあります。 

•頭部につけた髪かざりなどの硬いらのははずしてか5座る。 

•手-腕をマッサージずるときはつけの-時計-指輪などの硬いらのをはずず。 

守らないとけびのおそれびあります。 

♦ マッサージ中に本体か5降りるとさは、必ず動作を止めてか5降りる。 

守らないと事故やけびのおそれびあります。 

• 電源プラグを抜くときは電源コードを持たず、必ず電源プラグを持って抜く。 

守らないと感電やショートのおそれびあります。 

• 安全のためにアースを確実に取り付ける。 （ P .1 日参照） 

守らないと故障や漏電のとさに感電のおそれびあります。 

•本体を移動ずるときは、必ず脚のせ台のスライドを完全に戻ず。 

守らないと移動中にスライドび戻り、けびをするおそれびあります。 

•キャスターで移動ずるときは、周囲の障害物を取り除き、背もたれを完全に起こした状態で脚の 
せ台を腰より低く持ち上げ（巧か5約 SOcmlU 下)、ゆっくり移動ずる。 （ P .45 参照） 

守らないと転倒による事故やけびのおそれびあります。 

• 水平な場所で使用ずる。 

守らないと本体び倒れて事故のおそれびあります。 

♦動かない場台や、異常を感じたときは使用を中止し、ずぐに電源プラグを抜いて点検修理を依頼 
ずる。 

守らないと感電や発乂のおそれびあります。 

•本品の使用によって発疹、発ホ、かゆみなどの症状があ5われた場台は、使用を中止し医師に相 
談ずる。 

守らないと事故や体調不良のおそれびあります。 

♦施錠キーは、子供の手の届かない場所に保管ずる。 

守らないと誤飲やいたずらによる事故やけびのおそれびあります。 


• 他の治療器と同時に使用しない。 

事故や体調を < ずすおそれびあります。 

•取付ネジは取りはずしたまま放置しない。 

誤飲のおそれびあります。 

•脚のせ台が完全に下がっていないときに、脚のせ台の上にのったり、立ったり、物をのせたりし 
ない。 

本体び転倒したり、脚のせ台の足先部び回転したりすることによる事故やけびのおそれびあります。 


巨 


A ま忌、 

尽 

• もみ玉に頭、おなか、素肌をあてない。また、もみ玉に手や脚をはさまない。 

•脚-足裏マッサージ部にひざをはさまない。 

•使用中にお5ない。また、飲酒後の使用はしない。 

♦骨盤コースのエアーが完全に抜けきっていないときに、座面の上に立ったり、飛びのったり、物 
をのせたりしない。 

事故やけびのおそれびあります。 

• 下記のような本体の隙間に手や刷を入れない。 

(1) 背もたれと座面-ひじ掛けの隙間 

(2) 脚のせ台と座面-ひじ掛けの隙間 

(3) 座面とひじ掛けの隙間 

(4) 裏カバーと脚カバーの隙間 

♦ 脚のせ台の裏側や脚のせ台と巧の間に手•指-脚や頭を入れない。 

•マッサージ使用中に電源プラグを抜いたり、電源スイッチを「切」にしない。 

けびのおそれびあります。 

• 設置された状態のまま、本体を引きずったり押したりしない。 

•床やたたみの上で、キャスターを使って移動させない。（必ずマットなどを敷いてください。） 

床やたたみに傷びつ < おそれびあります。 

• 人をのせたまま移動しない。 

転倒による事故やけびのおそれびあります。 

• ホットカーぺットなどの暖房器具の上で使わない。 

火災のおそれびあります。 

(§) 

水場使用禁止 

♦ ミ谷室など湿気のをい場所で使わない。 

感電や故障の原因になります。 

嗟) 

水めれ禁止 

♦ 本体や操作器には水などをこぼさない。 

感電やショート、故障の原因になります。 
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• お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントか5抜く。 

感電ややけどのおそれびあります。 

• 停電のときは直ちに電源プラグを抜く。 

停電復帰時、事故やけびのおそれびあります。 

♦ 使用時 m 外は電源プラグをコンセントか5抜く。 

ホコリや湿気で絶縁劣化になり、漏電乂災の原因になります。 


ご使用前に 
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各部のなまえとはた s を 



1 もみ玉収納位置 


2 巧:背クッシヨンけ丈部) 


回 巧:背クッシヨン（背クッシヨン部) 
因 背をたれ 

•もみ玉二もみ機構部によるマッサージ 
機能内蔵。 

•腰マツサージ用エアーバッグ内蔵。 


司 手•腕マッサージ部 

•エアー(空気)によるマッサージ機能内蔵。 

嗎 

(財）日本染色検査協会で JIS L 1902 -200 S 
の基準により評価したものです。（手のひ S 部) 


/地面 

•おしり、ふとちちマッサージ用 
エアーバッグ内蔵。 


回 脚•足裏マッサージ部 

•エアー(空気)による 
マッサージ機能内蔵。 



足裏お店シート 

隹裏面に r すべり止め」付さ。 
•位置を微調節可能。 

•着脱可能。 


9 脚のせ台 


6 ひじ掛け 


画 脚スライドレパー 

•最大約1 2 cm スライドします。 
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因] 裏カバ— 

回 操作器トレイ 

• r すべり止め」付さ。 

画 操作器 ► P .10 〜11参照 
@ ミ主意 シール 


15 電源スイッチ部 


施錠スイツチ 


Id 



電源 


^切^^電源スィッチ 
施錠キ- 

-施錠キータグ 

•お子様の 
誤飲防止用。 

•お買い上げ時は施錠スイッチは r 開」、 
電源スイッチは r 入」になっています。 


画 電源コード 


17 電源プラグ 


18 アース 端子 


@ まを上のごミ主意(シール） 
國脚 カバー 



ご使用前に 


側 



►次の ぺージにつづく 9 









































































































る部のなまスとはた！ 3 を（つづき) 

操作器 


ふたを閉じた状態 


ご 

使 

用 

前 

に 


HBia 化型觀 

首 111111II, ' wa 



切/入ボタン 


广 自動コース選択ボタン 

な逆お)ク辦なみ くっゎ豐命 

( P .22 参照） 


もみ圧調整ダイヤル 


•マツ サージしている部位のも 
み圧(ちみ玉が体にあたる圧 
力)が調節でさます。 

•骨盤コースの強さを調節でさ 

ぶ:;^ 〇 

I もか圧パワーモード切/入ボタン 


( P .25 参照） 

(お気に入り コース 登録ボタン I 

( P .26 参照） 


广 お好み動作選択ボタン 

( P .30 参照） 


ふたを 
開けた状態 


背すじのばし 


登鉛[份 OFF ’ 

体型検知圓 

首 ■■■■■■■■ 

肩 ■■■■■■■■ 

背 ■■■■■■■■ 

腰 ■■■■■■■■ 



( P .24 参照） // ^ 

/、、- 

お気に入 0 コース 

部位切/入ボタン 

r 1 

1登録 

〇 0 @ 


Panasonic 




表示部 1 

•すべて点'打した状態のイラス 
卜です。 

( P .1 1参照) 

急停止ボタン 

•マッサージを急いで停止した 
いとさに押します。 

[ 骨盤コース選択ボタン 1 

( P .28 参照) 

[リクライニング角度調節ボタン 1 

( P .38 参照) 

[脚のせ台角度調節ボタン 1 

( P .38 参照) 

エアー設定ボタン 

( P .2 己、 P .33、 P .34 参照) 

リズム付加ボタン 

( P .32 参照) 

[脚ストレッチ切/入ボタン 1 

( P .2 己、 P .33、 P 34 参照) 

位置調節ボタン 



( P .32 参照） 
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表示部 


lae 


5QFF 


背すじのばし 


6^39;化型検ミ山 


首 mmii 

肩 ■■■■■■■■ 

背 iimm 

腰 ■■■■■■■■ 



} 日吐 


もみ 


さすり 


たたさ 


n 巧り時巧表示 

回 動作表示 

且化型 巧がおがらせ表示 

(マッサージ中） 

•マッサージ中は現在 

•体型センシング完了時に 

行っているマッサージ 

点なします。 

残り， J 
ム分 

動作を表示します。 

隹お好み動作を選択する 
とさは現在選択されて 


(終了中） OFF 

いる動作を点滅表示し 
ます。 


日 もみ店表巧 

Q 人化表巧 


•現在の部位ごとのもみ圧 

•現在のおおまかなマッ 


(もみ玉が体にあたる圧力） 
を 8 段階で表示します。 

サージ位置が点滅します。 

n 


首 ■■■■■■ 

A. .CL 
(：：：：：：： \ 


肩 ■■■■■■■■ 

、二レ 

/•• •••• 

(：： ••••て 


背 ■■■■ 

腰" ■■■ 





ご使用前に 


回 













































































































































設置ずる 


ご 

使 

用 

前 

に 



設置ずる場所を決める 

•リクライニングでさるスペースを 
確保してください。 

壁などから lOcmiU 上離す 


約1 95 cm 

幅約 82 cm 約 32 cm 



マット脚のせ台が接地本体が接地 
などする部分 する部分 


A 注意 


•お室など湿気のをい場所で使わない。 

感電や故障の原因になります。 


♦水平な場所で使用ずる。 

守らないと本体び倒れて事故のおそれびあります。 


♦ホットカーぺットなどの暖房器具の上で使わない。 

乂災のおそれびあります。 

V_ J 


•直射日光が毎日長時間あたるところや、暖房器具の近くなど高温になるところへの設置は避けて 
ください。合成皮革が変色したり、変質するおそれがあります。 

•たたみや床を傷つけることがありますので、本体の下にマツトなどを敷くことをお勧めします。 

本体と脚のせ台が接地する部分を覆える大きさ爆低 120 cm X 70 cm ) のものをご用意ください。 
•コンセントの近くに設置してください。 


旧包箱には本体と付属品び入っていることを巧認して<だをい 



化 、 mm 

隹ひじ掛け(左ち) 
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ひじ掛け裏側の布地部の穴は、製造工程上の 
ちのであり異常ではありません。 


^旧包おか5本体と付属品を取0出し商品を設置する 


A ま后、 

•設置された状態のまま、本体を引きずったり押し 
たりしない。 

♦床やたたみの上で、キャスターを使って移動させ 
ない。（必ずマットなどを敷いてください。） 

^床やたたみに傷びつくおそれびあります。 

•人をのせたまま移動しない。 

転倒による事故のおそれびあります。 

J 



布地部 



裏側® St 安を 

布地部を ひける 

持つ 



•重量物ですので搬入時には腰など 
を痛めないようにごま意ください。 
(必ず2人で運んでください。） 


本体質量 


約 74 k 呂 


本体を下ろすときは 


•十分足元に注意してゆっくり下ろ 
してください。 

•脚のせ台は最後まで手をそえて下 
ろしてください。途中で手を離すと 
勢いよく戻ります。 


脚のせ台 


裏 カバー 


マツトなど 


鲁枕背クッション 



1 

1 

11 

1 



♦操作器トレイ 




•施錠丰一 （1 本） 



お買い上げ時は電源 
スイッチ部の施錠ス 
イッチに差し込んで 
あります。 

•足裏指圧シート 


_ [■右足用 r 师 t foot’ 

0@° f ' 吃’。@。。° 


减 


减 


お買い上げ時は足裏 
マッサージ部に装着 
してあ0ます。 


•取付ネジキャップに個） 



•取付ネジ 
( M 6 X 16) 
(4 本） 


晉 


•六角レンチ （1 本） 



取扱説明書などの書類 
•取扱説明書 

•お子様の安全を守るためのお願い(黄色いチラシ） 
•ご愛用者カード 
•ご愛用者登録チぅぐノ 

•搬入•ひじ掛け組み立てのしかた(黄色いチラシ） 
•センシングするためのま意（ピンク色のチラシ） 
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ご使用前に 
















































































組み立てる 


ひじ掛けを取り付ける(左も両方) 



ひじ掛けを本体にはめ込む 

•指をはさまないようにま意して 
ください。 

( T 位置を合わせる 
② 本体とひじ掛けの前後にある 
それぞれの溝と突起部を同時に 
はめる 


くち手側を取り付ける場合 > 〇 


左と表 TJT 
本体 


0 


取付ネジで固定ずる (4 か所） 




ネジの締めかた 

穴 \ 



取付ネジ 




t 角レンチ 


•指で軽<締める 

(ネジ穴とネジが水平になるように） 


•六角レンチで締める 

•ネジ穴に巧して、斜めに六角レンチで強く締 
めるとネジ部が破損するおそれがあります。 


〇 


獲) 


取付ネジキャップをはめる 



2 


エアープラグを取り付ける (左も両方) 


•エアープラグを本体に差し込む。 


カチツとなるまで 
差し送んでください 



エアー プラグ 



アースを取り付ける 


A 注意 


アース端子(ネジ) 


•安全のためにアースを確実に取り付ける。 

守らないと故障や漏電のとさに感電のおそれびあり 
V ま9。 _ _ 

•アース線を、本体のアース端子(ネジ)と 
電源コンセントのアース端子に取り付けてください。 

(アース線は付属していません） 

電源コンセントにアース端子がない場合 

•お買い上げの販売店、電気工事店に相談し、 

アースエ事 ( D 種く第王種 > 接地工事)をしてください。 

(アースエ事費は本製品の価格には含まれておりません） 

取り付けてはいけないところ 

ガス管 . 爆発や弓 I 火のおそれがあります。 

電話線や避雷針…落雷の時、感電や発火のおそれがあります。 

水道管 . 途中がプラスチックの場合はアースになりません。 



尸一乂 U 而子 


•アース線 

(銅線（直径]. 6 mm ) 
お買い上げの販売店で 
お求めください。） 


\ 


電源スイッチを入れ、背ちたれをおこす 


¢1 電源プラグを差し込む 

g •必ず交流10 0 V のコンセントに 
差し込んでください。 



¢1 施錠スイッチび r 開 J に 
W なっていることを確認ずる 


電源スイッチび「入 J に 
W なっていることを確認ずる 


^操作器の11 切/入 II を2回押ず 


•-度押した後、約1秒後にもう一度押してください。 
自動でリクライニングが戻ります。 



ご使用前に 


►次の ぺージにつづく15 































































組み立てる（つづき) 


5 


ち手側またはち手側に操作器トレイを取り付ける 

•ち手側が部屋の壁になる場合などは左手側に取り付けてください。 

•操作器トレイは、本体にしっかり押し込んでください。 

くち手側に取り付ける場台> 



定手側に取り付ける場合は、な下の手順で 
操作器コードをち手側に通してください 

Q 操作器の E 切/入 II を巧して、電源を入れる 

脚のみ 

〇 操作器の D を押し続け、脚のせ台を 
一番上まで上げる 

•ピピピッという音が鳴るまで押し続けてください。 

^ 操作器コードを固定用の溝か5はずす 

〇 操作器コードを脚のせ台の下か5 
左手側に通ず 

〇 操作器コードを 

固定用の溝2か所に固定ずる 

•固定しにくいときは、端か!5なぞるように押し込んでください。 


脚のせ台 




6駐储をちく -- 

な; お説レィ下部の 0 操作ぉトレィに揉作器を置く 


•コードは、たるまないように溝に止めてください。 

7 —巧:背クッシヨンを取0付ける 

枕背クッシヨンをファスナーで本体に取り付ける 


ファスナー 



8 枕の位置を調節する 

面ファスナーで枕の位置を調節する 

♦枕の位置の目をは P .39 参照。 





ご使用前に 
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毎回マツヴージをはじめる前に 


座る前に確認する 


1周囲を確認する 


周囲に人やぺットがいないか、 
物を置いていないか確認する 


绞, 

城> 


mW. し ''! 


^電源コードや電源プラグを確認する 


A 警告 


•電源プラグのほこり等は定期的にとる。 

守らないと、湿気等で絶縁不良となり、乂災の原因になります。 
ほこりは乾いた巧で而いてください。 


•電源コード • 電源プラグを破損するようなことはし 
ない。(傷つけたり、加工したり、熱機器に近づけたり、 
無理に曲ずたり、ねじったり、引っ張ったり、重い物を 
のせたり、束ねたりしない。） 

傷んだまま使用すると、感電•ショート•乂災の原因になります。 
電源コードや電源プラグの修理は販売店または 
「修理ご相談センター」にご相談ください。 



•巧 本なの電源を入れる 

A 電源プラグを差し込む 
& 施錠キーを使って施錠スイッチを r 開 J にする 
^ 電源スイッチを r 入 J にずる 



A 警告 




♦電源プラグは根元まで確実に差し込む。 

守らないと感電や発熱による火災の原因になります。 


•コンセントや配線器具の定格を超える使いかたや 
交流100 vm 外での使用はしない。 

(海外での使用や変圧器を用いた使用はできません。) 

感電•故障や発熱による乂災の原因になります。 


• めれた手で、電源プラグの抜き差しはしない。 

感電の原因になります。 




本体を確認する 



^本体に異物びはさまってぃなぃか確認ずる 


背ちたれ 


〇 巧地に破れびないか確認ずる 


•使用前には、必ず枕背クッションを上げて、本体の布地 
が破れていないか確認ずる。また、その他の部分にも 
布地の破れがないか確認ずる。（どんなに小さな破れ 
でも、直ちに使用を中止し、電源プラグを巧き、修理を 
依頼してください。） 

布地び破れた状態で使用するとけびや感電のおそれび 
あ0ます。 


枕背クッション- 


A 注意 


>本体に異物がはさまっていないか確認してか5座る。 
(背もたれ、脚•足裏マツヴージ部、手•腕マツヴージ部、 
座面の下に異物がはさまっていないか確認ずる。） 

守らないと事故やけびのおそれびあります。 


A もみ玉び収納位置にあることを 
W 確認ずる _ 

A 注意 


•もみ玉が収納位置にあることを確認してか5座る。 

I おないと事故やけびのおそれびあります D J 


もみ玉が収納位置にない場合 

を2回押すと収納位置に戻ります。 



/! 脚のせ台び完全に下びつたが態に 
あることを確認ずる _ 

八ミ主意 


•脚のせ台が完全に下がっていないときに、脚のせ 
台の上にのったり、立ったり、物をのせたりしない。 

本体び転倒したり、脚のせ台の足先部び回転したり 
することによる事故やけびのおそれびあります。 


脚のせ台を下げるには 

刷スライドレバーを引いて、必ず刷のせ台のスライドが 
完全に戻った状態であることを確認してから 
を2回押してください。 


ちみ玉収納位置 



































































お巧み動作 


•詳しい使いかたは P .30 〜33 


ふたを開け、お好みの部位と動作を選択する 


動作選択 


且 




•ボタンを押すたびに動作表示が 
変わります。 

〈例〉肩を選択した場合 


I 肩 ■[:■■■■■( 


21 決叫を押して、 
動作を開始ずる 


簡単な巧いかた 


〇 


切/入を巧して、 


電源を入れる 

(電源を入れてか!53分(内に 
マッサージを開始しないと 
自動で電源が切れます） 



N 


0 


各 コース の操作を巧う 


♦詳しい使いかたは P .22 〜25 


な?]^抑^ 聲？か"^みっか马 I "み 

か51つ選んで押ず 


•詳しい使いかたは P .28 〜 S 9 


骨盤コース を押ず 


より自分好みに合わせる 

首•肩•背•腰のもみ圧(強さ)を調節したい 

•ダイヤルをまわすとマッサージを行っている部位 
の強さを調節でさます。 (8 段階で表示します） 




より自分好みに合わせる 

ちみ圧(強さ)を調節したい 

•ダイヤルをまわすと強さを調節でさます。 
(4 段階） 



Panasonic 

EP-MA51 











部位切/入 脚のみリクライニング 


お気に入0 コース 

〇 〇 〇 


梦©動^、 


急停止 


骨盤コ—ス 


もみ圧 


ま身自動コ—ス 



I V 」」 k しに台じ位のミ 
消なします。 


効果的に使3ために 

背もたれを倒ず 


リクライニング 


を押す 



隹詳しい椅子の調節方法は P .38 〜39 


より自分好みに合わせる 

もみ圧(強さ）を調節したい 

争ダイヤルをまわすと強さを調節 
でさます。 （8 段階で表示します） 



首•肩だけマッサージしたい 
背•腰だけマッサージしたい 

部位切/入 

でマッサージが不要の部化 
r 切」にでをます 


首 

•肩 

化 



登録 


首•肩 
背•腰 





使いかた 


使いかた 
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21 

































































































を身自動 コース 


を身を自動でマッサージしたい 


OL 切/入1|を押して、電源を乂才 

点滅します 



(電源を入れてか!53分 Lit 内にマッサージを 
開始しないと自動で電源が切れます） 


、がタク） C 秦聲聲 D> く雙雙矣 

か S 1 ご選んで巧ず 


き身自動 コースの 特徴(上半身） 

さすりを中/こ\に、 

血行を促進し、疲れ 

咬^ち誌やさしく癒 

疲労感のあるとさ 
におすすめです。 


もみを中/こ\に、筋肉を 
^か筵揉な、六丹念にほぐします。 

少し]リを感じると 
さにおすすめです。 


指圧を中/こ\に、コリの 
_、 芯までしつかりほぐ 
く pWt 旨命 します。 

^~ 乃 コリがひどいとさに 
おすすめです。 


►コースのおおまかな内容は ► P . SO 参照 


化型センシングがはじま D ます 

•正しく体型センシングできる身長の目安は約 140 cm 〜約 185 cm の範囲です。 


深く腰かけ、頭を枕につけて 
ゆつたりちたれて<ださい 



枕の下端がちの位置に 
くるように枕の高さを 
調節してください。 

► P .39 参照 


自動的にマッサージポジションに 


約12。 
倒れる 



>マッサージポジションより深く倒れている 
場合は、自動リクライニングしません。 




使いかた 
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化型センシングを開始してか6約30砂をに 

ちみ玉が肩位置までゆつ <0下が0、たたを動作がはじま0ます 




•たたさ動作がはじまるまで 
頭を枕か5離さないでください。 

肩位置を正確に検出できなくなります。 


たたを動作をしている位置で肩位置が合っているか巧認して 
<ださい 

•肩位置が合っていないときはたたき動作中(約1己秒間）に、位置調節ボタンで肩の高さを 
調節してください。 

く操作器のふたを開けた状態> 



1回押すごと 
に約1 .2 cm 
上下します 


Panasonic 

EP-MA51 



•高すざる位置 


- 適切なちみ玉の位置 
(たたさを感じる位置） 


低;すさな 



たたを動作が終了すると化型センシング完了です 

•肩位置をちとにおおよその身長を推定し、脚のせ台の角度 
を足裏がつくように自動で調節する場合があります。 

♦肩の位置が大さ < ずれる場合は一旦電源を切り、 

肩を背もたれにしっかりつけて再度 〇 からやり 
直してください。 



►次の ページにつづく 



使いかた 


洗 












































































を身を自動でマッサージしたい(つづき) 


首•肩•背•腰のちみ店(強を)を調節したい 


を^^- 



弱く 強く 


操作器のダイヤルをまわすと 

現在マツヴージを巧つている部位 

のをみ店(強を)を調節でをます。 

•全身自動コースの場合は 

「もみ圧ジャストセンサー」がはた 
S さます。体のカーブや姿勢の変 
化があってち、常に設定した圧力 
でもみ玉が体に当たるように、も 
み玉の動さを自動調節します。 
(詳しくは P .47 参照） 

•現在マッサージを行っている部位 
は表示画面で確認でさます。 

•強さは8段階で表示します。 

•強さが最大(表示8)、最小(表示1 ) 
になるとダイヤルを回し続けても 
強さは変わりません。 


ミモ写 

一度に強さの段階を増やしすざると、急激に強くなる場 
合があります。必ず1段階ずつ感触を確かめなが！5調節し 
てください。 

•勢いよくダイヤルを回しても、安全のために急激に強さ 
段階が増えないようになっています。 

•一番強くしてち物足りない場合、一番弱くしてち強すぎ 
る場合は P .47 をご参照ください。 


より自分巧みに合わせるために 


より深いもみ感でマッサージしたい 

もみ圧/り-モ-ド 

IWAI を}甲すと上記のもみ店(強さ)の調節より、 

を6に深いもみ感でマッサージがでをます。 

もう一度巧すと解除します。 

•ちみ圧パワーモードは、もみ圧ジャストセンサーの設定を 
より深いマッサージがでさるように変更したモードです。 
このボタンを押しても、上記のちみ圧(強さ)表示は変わり 
ません。 

を思 

LiTF のような理由で、ちみ圧(強さ)調節や、ちみ圧ノ くワーモードを 
押しても、もみ感が変わつたことを感じにくい場合があります。 

•動作が切り替わるタイ5ングで強さを調節した場合 
隹個人差や部位ごとの感じかたが異なるため 


もみ圧 


揉ねつ 



1分 

に I 


残 


草肩背腰 


を巧して調節します。 


r 下半身 J r 手•腕 J のエアーマッサージの強をを調節したい 


下半身 

下半身の エアーマツサージを 
しているとさに、 

(このとさ、を半身]び点滅） 


手•腕 

手•腕のエアーマッサージを 
しているとさに、 


(このとき、手•腕び点滅) 


を巧して調節します。 


•脚ストレッチの強さは調節でさません。 

•脚ストレッチ動作中は強弱の点口が消えます。 

•エアーマッサージ、脚ストレッチの上手な使いかたや動作内割ま、 P .34 
ださい。 


37をご参照く 


fr 下半身 J r 手•腕 J のエアーマッサージや脚ストレッチを切/入したい 

ストレッチ 

下半身！ 「手•腕 I I 脚^ を巧すと動作の切/入がでをます。 

---(入:ボタン点！打切:ボタン消な） 


強 

弱 


強 

弱 


首•肩だけ/背•腰だけのマッサージにしたい 

部位切/入 

を巧すと r 首•肩 J のマッサージを r 切 J にします。 

を巧すと r 背•腰 J のマッサージを r 切 J にします。 

をう一度巧すと ITJ になります。 
r 首•肩 J r 背•腰 J を同時に切ることはでをません。 



•肩 

=tt3 

.腰 


残り 




もみ圧 


首 ■■■■ 

mill 



消な 


•部位を切るとその部位の 
表示が消えます。 

(首•肩だけのマッサージ 
の場合） 


リクライニングち度•脚のせ台を調節して楽な姿勢でマッサージしたい 

脚のせ台のスライド量を調節するには一 


リクライニング角度と脚のせ台の 
角度を調節するには，" 


脚のみリクライニング 

B 1 


を巧して調節します。 



脚スライドレバーを手前に 
引いたまま足裏で巧すと 
スライド量が調節でをます。 

(最大約 12 cm スライドします） 



使 

い 

か 

た 


•詳しいリクライニング角度•脚のせ台•枕の調節方法は P .38 〜39をご参照ください。 


0 0 0 0 0 


0 0 0 0 0 
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自分巧みにもみ店(強さ)を調節した r 全身コース j 
を營録したい 





骨盤 コース 


部刷のみリクライニング 
胃‘肩 1 I 叫 P 八 

背•腰] I げ I I で 

お気しこ入り □— ス 

喧録 0 0 0 — 


A マツサージ中に胃を巧す 


点滅します 





r @ 


登録したいボタンを 
3) か S 選ぶ 


登録でさる内容 

•部位ごとの強さ(骨盤コースの場合はコース強さ） 

•もみ圧パワーモードの切/入 

•惜•肩」「背•腰」の切/入 

•エアーマッサージの切/入、強さの設定 

•脚ストレッチの切/入 

※^ @ @を押した時点での設定値を登録します。 


登録が完了すると 

•登録したボタンと表示画面の r 登録」が消えます。 


残り〇 
登録旨しか 

EiEfl 口 

首 ■■■■■ 

肩 ■■■■■■■■ 

Will 

腰 ■■■■■ 


おま aa 


Panasonic 


>マッサージ中に本体の電源スイッチを「切」にしたり 
電源コードを抜くと登録した内容が保存されませんので 
ご注意ください。 


使いかた 
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登録したコースではじめるには 


— tfk r 切/入 n を巧して、電源を入れる 



登録されているボタンび点滅します。 


2) (3 


r @ お気に入りのコースを選択する 

押す 



体型センシングのあと、登録された 
コースのマツサージび はじまりまず。 


登録 コースの 内容を変更し、上書き 
_したい場合 

を押ず 


登録している内容を消したい場合 


〇 


切/入1 を巧して、電源を入れる 


登録されているボタンが点滅します。 


2) (3 


0 消したいボタンを3砂な上巧ず 



2) (3 


@ 


巧したボタンのみが 
点滅に巧ねつた6もう一度巧す 



2) (3 


点滅が消えて、 
消去完了です 



























































骨盤コース 


骨盤まわりをほぐしたい 



部位切/入 

脚のみリクライニング 

首•肩 


背•腰 

が 回 


お気に入り コース 

登録1〇 〇 〇 


骨盛"!ース^け 

•背もたれと座面に内蔵されたエアーバッグによって 
骨盤まわりをひねったり、持ち上げたりして、骨盤 
まわりの筋肉をほぐすコースです。 


を巧して、電源を入れる 

点滅します 

を 




(電源を入れてから3分 L 乂巧にマッサージを 
開始しないと自動で電源が切れます） 


骨盤 コース を巧す 


自動でマッサージポジションになります。 

(マッサージポジションについては P .22 をご参 
照ください） 

•もみ玉が腰付近を押して、人が座っていることを 
確認します。 

深く腰かけ、頭を枕につけて 
ゆったりちたれて<ださい 


Panasonic 

EP-MA51 



をみ玉が収納位置に戻って停止し、 

骨盛コースがはじまります(約15分囲） 

•骨盤コースは骨盤まわり、下半身の筋肉をほぐすことに 
ちイレし/■-—!ーフです 

効果的に使っていただくために、もみ玉による上半身の 
マッヴージや r 手•腕」のエアーマッヴージは同時に行い 
ません。 


使いかた 
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より自分好みに合わせるために 

骨酱コースの強をを調節したい 


操作器のダイヤルで 
強をを調節でをます。 

(4 段階） 



1 段階 II 
2 段階 —— 1111 
3 段階 —— 111111 
4 段階 —— 11111111 


骨盤 コース を効ま的にお巧いいただ<ために 



骨盤コースの主な動作内容について 


骨盤まわりの筋肉を店迫し、体をひねったり、反6すような動まをします。 
はじめはやわ6かめの動をか6巧い、徐々に強めの動作を行います。 


















































rO 


切/入 を巧して、電源を入れる 


(電源を入れてから3分 L 乂巧にマッサージを 
開始しないと自動で電源が切れます） 


ふたを開ける 


© 


マッサージしたい部位を1つ遷択 
ずる 

( 「背筋のばし」や「背筋のばしを組み合わせた動作」 

をしたい場合は區19を選択する） 


動作選が 


回 

肩 

国 


•選択でさるマッサージ動作表示の 
一覧が表示されます。 

〈例〉肩を選択した場合 



〇 


お巧みの動作を選がずる 


動作選択 


且 


•ボタンを押すたびに動作表示が 
変わります。 




お巧み動作 


r 首をもみたい J r 肩をたたをたい J などお好みの部位を 
お巧みの動作で集中してマッサージしたい 



煎じ 












酌じ 



たたき 


さすり 


もみ 


酌じ 


急停止 


使いかた 
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@ 度司を巧して、動作を閲始ずる 

春体型センシングをしたあと、選択した部位に自動で動さ、マッサージをはじめます。 


お巧み動作時の保型センシングについて 

首•肩•背ずじ…通常のセンシングを行います。 

背 •]] 要…簡易的なセンシングを行います。（肩までもみ玉が上がりません） 

違中で動作を変えるとまは 

手順®〜® で再度選択ずる 

•©で 再選択してか!5約30秒内に I 決定]を押さないと、再選択した内容が自動的に 
取り消されます。 - 


使いかた 


►次の ぺージにつづく 31 


















































































r 首をちみたい j r 肩をたたをたい j などお巧みの部位を 
お巧みの動作で集中してマッサージしたい(つづさ） 


より自分好みに合わせるために 


ちみ店(強を)を調節したい 




操作器のダイヤルをまわすと、ちみ圧(強さ)を調節でをます。 


•お好み動作の場合、背すじのばし！;!外は 

「もみ圧ジャストセンサー」は解除されています。 

(もみ圧ジャストセンサーについては P .47 をご参照ください） 
•強さは8段階で表示します。 

•強さが最大(表示8)、最小(表示 1) になるとダイヤルを回し続け 
ても強さは変わりません。 

ミ主意 

一度に強さの段階を増やしすざると、急激に強くなる場合があ 
ります。必ず1段階ずつ感触を確かめなが S 調節してください。 


•勢いよくダイヤルを回してち、安全のために急激に強さ段階が増えないようになっています。 


r 背すじのばし動作 J で背すじをよりしつかりのばしたい 

»••••••:: ■■ ■' ' 

背すじのばし動作を巧つているとまに、 

もみ圧/り-モ-ド 

L I 切/入 I を巧すと上記のもみ店(強さ)の調節より、さ6にしつかりのばす感触に変わります。 
もう一度巧すと解除します。 

•もみ圧パワーモードは、もみ圧ジャストセンサーの設定をより深いマッサージがでさるように 
変更したモードです。このボタンを押しても、上記のもみ圧(強さ)表示は変わりません。 

•背すじのばし！;(外のお好み動作では、ちみ圧パワーモードは使えません。 


行つている動作にたたまのリズムを加えたい 


ズム I を巧します。 

•たたきだけの動作を行いたい場合は P .30 〜31 の⑩〜 ® の操作で選択してください。 

位置を微調節したい 

位置調節 



手•腕 

手•腕のエアーマッサージをしているときに、 

(このとき、 I 手•腕 I び点滅） 


を巧して調節します。 


•脚ストレツチの強さは調節でさません。 

•脚ストレツチ動作中は強弱の点なが消えます。 

•エアーマツヴー义脚ストレツチの上手な使いかたや動作 
内容は、 P .34 〜37をご参照ください。 


を巧して調節します。 


下半身 

下半身のエアーマッサージをしているときに、 

(このとさ、半身1び点滅） 




リクライニングち度•脚のせ台を調節して 
楽な姿勢でマッサージしたい 

リクライニング角度と脚のせ台の角度を調節するには ••• 

脚のみリクラにング 

g Ml をがして謹します。 

脚のせ台のスライド量を調節するには ••• 


脚スライドレバーを手前に 
引いたままち裏で巧すと 
スライド量が調節でをます。 

(最大約1 2 cm スライドします） 


•詳しいリクライニング角度•脚のせ台 • 枕の調節ち法は 
P .38 〜39をご参照ください。 

r 下半身 J r 手•腕 J のエアーマッサージや 
脚ストレツチを同時にほいたい 







ストレッチ 

下半身 


手•腕 


脚 


を巧すと動作の切/入がでをます。 
(入:ボタン点！打切:ボタン消な） 


r 下半身 J r 手•腕 J のエアーマッサージの 
強をを調節したい 


A 


強 



0 0 0 0 0 


0 0 0 0 0 






























































































o 

巧 


切/入 を巧して、電源を入れる 


(電源を入れてから3分 L 乂巧にマッサージを 
開始しないと自動で電源が切れます） 


ふたを開ける 


エアー設定ストレッチ 


下半身 


手•腕 


脚 I で動作を選択ずる 


r 下半身 J r 手•腕 J のエアーマッサージの 
強をを調節したい 


下半身 

下半身の エアーマツサージを 
しているとさに、 

(このとさ、 [ t 半身 I び点滅） 


おし0 


を巧して調節 
しまず。 


ふとちち 


脚•足裏 



手•腕 

手•腕のエアーマッサージを 
しているとさに、 


(このとき、手•腕び点滅) 


を巧して調節 
します。 



•脚ストレツチの強さは調節でさません。 

•脚ストレツチ動作中は強弱の点なが消えます。 

•エアーマツヴー义脚ストレツチの上手な使いかたや動作 
内容は、 P .34 〜37をご参照ください。 


r 下半身 J r 手•腕 J のエアーマッサージや 
脚ストレッチがしたい 




強 


Panasonic 

EP-MA51 


























使いかた 
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下半身 マツ ヴージの上手な巧いかた 


♦下半身マッサージの動作内容については P .37 をご参照ください。 

足裏びつくように脚のせ台を調節してください 


小柄な体格の方は 


•脚のせ台を上げると 
足裏がつさやす< なります。 



を押す 



大柄な体格の方は 


W 却スライドを調節するとひざが 
うさにくくなります。 



脚 スライドレバーを 
¥前に引く 


少し足裏をうかせると戻る 


•脚のせ台を下げてちひざがうさにくくなります C 
脚のみ 


^9 

m 


を押す 




足裏指圧シートについて 


足裏指圧シートは着脱することがでさます。 


開□部 



取り付けるときは 

足裏指圧シートの向さと左ちにま意して、 
開□部か S 挿入してください。 

(左足用）（ち足用） 



突起側が上 

ハハ ( 


^.左足用 left foot 


右足用 right foot 

綠〇入〇前 

。@ s " 

n 〇 


前 0^0 〇 

front 。@ 〇 
〇 〇 〇 

。。六。 

〇(〇 P 巧 


?巧)。 

〇 inside. 


Ze 户 

。减後 

back, 


後紛 

レ ack j 


< 足先側） 


< かかと側） 


使いかた 


►次の ページにつづく 
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r 下半身 j r 手•腕 j のエアーマッサージや 
脚ストレツチびしたい(つづを） 


手•腕マツサージの使いかた 


•手•腕マッサージの動作内容については P .37 をご参照ください。 


f A ♦ 、 


/!\江思 


•手•腕をマッサージずるときはつけの•時計•指輪などの硬いらのをはずず。 

守らないとけびのおそれびあります。 

J 



手•腕マッサージ部の中むに手•腕を置いてください。 



使いかた 
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下半身マッサージ/手•腕マッサージ/脚ストレッチの 
動作内容について 

下半身 マツサー ジの動作内容 


脚!: ふくらはざを両側からはさんで 
絞り上げるように圧迫します。 


足裏 :足を横と下からエアーで 
圧迫します。 



おしり•ふともも•腰 

エアーバッグが交互にふく!5ん 
で体を押すように圧迫します。 



手•腕マッサージの動作内容 


手•腕: 



脚ストレッチの動作内容 


1 脚全体をエアーでつかんだ 
あと、脚のせ台がマッサージ 
ポジションから約1〇0 
下がり軽くストレッチ 
し永9 〇 


2 脚のせ台が元の角度に 

上がったあと、約25°下がり、 
さ！5にストレッチします。 
(脚のせ台スライドを伸ばし 
た状態で使うと、床にあたる 
場合があります） 


Q 動作が終わった！5、 

〇 脚のせ台が、 

動作前の角度に戻ります。 












































































リクライニングち度-脚のせ台-巧を調節する 


リクライニングち度と脚のせ台の角度を調節ずる 


\ を巧して、電源を入れる 


脚 ( D みリクライニング 


2 日 



を巧して、調節ずる 


•押している間、 r ピピピッ」と鳴るまで動さ続けます。 
•脚のせ台は少し遅れて動さ出すことがあります。 


約 i 2 cr 



約0° 


•背ちたれや脚のせ台の上げ下げを連続して何度ち繰り返すなど、お好みの姿勢にする目的外で使用する 
ことはおやめ < ださい。 


脚のせ台をスライドさせる 


脚スライドレバーを引いたままで 
お好みの位置にスライドさせる 

(最大約1 2 cm スライドします） 



脚スライドレ バーを 
手前に引く 


足裏で 

押ずと伸びる 


ブ お好みの位置になった5 
A 脚スライドレバーをはなず 


レバーが戻り 
□ックがかか 
0ます 




かせると戻る 


な:を正し < 調節する 


\ 枕をはがず 


枕 



9 枕の下端び耳の位置に 
A くるように調節ずる 

•枕の位置が低すざると、首周辺の 
マッサージのさまたげにな0ます。 
•リクライニング角度が変わると枕 
の位置がずれることがあります。 
そのとさは再び調節してください。 


枕の下端 



ス面 ファスナーに 
枕を取り付ける 


耳の位置 


枕 


面ファスナー 



使いかた 
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7 ッサージを 終了ずる 


—ジを透中で終了したいとまは 


脚のせ台のスライドを完全に戻し r 切/入]を押ず 


>ちみ玉が収納位置まで動さます。 

>自動で脚のせ台が下がり背ちたれが起さます。 
(背ちたれはちみ玉が収納してか!5動さます） 



タイマー機能について 


マッサージを開始してか S 約15分で自動的に停止します。 


>足裏部が倒れるので、安全に立ち上がれるように 
脚のせ台が自動で下がります。 


脚のせ台のスライドを伸ばしている場合は足裏 
部が床にあたって完全に収納されません。 
完全に収納するには脚スライドレバーを引さ、 
脚を浮かせてください。 


•背もたれは自動では起さません。 


切/入を S 回押すと背もたれが起き上がります。 



異常を感じたとまは 


急停止 


を押ず 


•すべての動作がその場で停止します。 

•転倒に十分注意しなが！5、本体か S 降りてください。 


使いかた 
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電源を切る 





♦使用後は必ず電源スイッチを r 切」、施錠スイッチを r 閱」にし、施錠キーを抜く。 

守らないとおテ様のいたずらによる事故やけびのおそれびあります。 

J 


A ま后、 


•使用時 m 外は電源プラグをコンセントか5抜く。 

ホコリや湿気で絶縁劣化になり、漏電乂災の原因になります。 

•電源プラグを抜くときは電源コードを持たず、必ず電源プラグを持って抜く。 

守らないと感電やショートのおそれびあります。 

• 施錠キーは、子供の手の届かない場所に保管ずる。 

守らないと誤飲やいたずらによる事故やけびのおそれびあります。 

J 



使 

い 

か 

た 


電源スイッチを r 切 J にずる 


2 施錠スイッチを r 閱 J にして 
A 施錠 キーを 抜 < 



3 電源プラグを巧< 



4 子供の手の届かない場所に 
施錠キーを保管ずる 
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お手入れのしかた 


( 八 ♦ 、 


/!\ 江思 


•お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントか5抜く。 

し感電ややけどのぉそれびぁります D 

J 


合成賦部分 



柔5かい乾いた巧でふく 

•市販のレザーお手入れ用品(化学ぞうきん)をご使用の際は、その注意書きに従ってください。 
•巧れがひどい場含は、下の手順でふきとってください。 

①水 または中性洗剤をめるま湯で3〜己％位にうすめたものに、 

柔!5かい布をひたし、よくしぼる。 

: 2 表面をたたくようにふく。 

③ 水を含ませた布をよくしぼってから、洗ミき液をふきとる。 

® 柔らかい乾いた布でふく。 

® 自然乾燥させる。 

•巧れび落ちにくい場 S ホ、市販の r メラミンフォーム材質のスポンジ」で同様に中性洗剤を含ませ 
ふき取ってください。 

• ドライヤーなどで急激に乾燥させないでください。 

•を成皮革部に色が移ることがありまずので、 ジーンズや色柄ものなど、色落ちしやずい巧類での 
ご使用はご注意ください。 

•変色の原因になりますのでビニール製品などを長時間接触させないでください。 

•シンナーやベンジン、アルコールなどの薬品は絶が使用しないでください。 


お手入れ/ Q&A 
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プラスチック部分 


1 中性洗剤を含ませた巧をよくしぼってか5ふく A A イ主 

1 •シンナーやベンジン、アルコールなどの薬品は絶対使用しないで k ゴ I k ゴ 1 IW 
ください。 


9 仕上げに水を含ませた巧をよくしぼってか5ふく 

心 •操作器をお手入れする際は、特によくしぼってから ^ 

ふくようにしてください。 


3 自然乾燥させる 


巧地部分 


中性洗剤を含ませ、よくしぼった巧でふく 

•シンナーやベンジン、アルコールなどの薬品は 
絶対使用しないでください。 


9 特に巧れびひどい場合は、水または 
ム 中性洗剤でブラシ洗ミまずる 

隹こすりすざると、布地をいためることがあります。 


3 仕上げに水を含ませ、よくしぼった巧でふく 



ン 




て 
I jLj 






4 自然乾燥させる 
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本体を移動するとをは 


A 注意 


•設置された状態のまま、本体を引きずったり押したりしない。 

♦巧やたたみの上で、キャスターを使って移動させない。(必ずマツトなどを敷いてください。） 

床やたたみに傷びつ < おそれびあります。 


>人をのせたまま移動しない。 

転倒による事故やけびのおそれびあります。 


•キャスターで移動ずるときは、周囲の障害物を取り除き、背もたれを完全に起こした状態で刷のせ台を腰より 
おく持ち上げ(巧か5約 SOcmlU 下)、ゆっくり移動ずる。 

守らないと転倒による事故やけびのおそれびあります。 


2人で持ち上げて移動する 


前後か!5 2人で脚のせ台の裏側の布地部と 
背もたれの裏カバーの溝を持って移動ずる 




布地部 

裏側の 溝に指を 

布地部を持つ かける 


審 



脚のせ台 操作器•電源コードは座面に置 < 裏カバー 


※正しい持ちかたをしないと、本体を落として床を傷つけるおそれがあります。 

特にひじ掛けを持って運ぶと、破損のおそれもありますので絶対におやめください C 


本体を下ろすときは 


隹十分足元に注意してゆっくり下ろしてください。 


•脚のせ台は最後まで手をそえて下ろして < ださい。 


^途中で手を離すと勢いよく戻ります。 

J 
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キヤスターで巧動する 


脚のせ台の裏側の布地部 を持ち、 
夺ャスターで移動ずる 



布地部 
ゆっくり移動する 


裏側の布地部を持つ 


!雛基 



操作器、電源コードは 
座面に置< 


床やたたみに傷がつくおそれがあります。 
必ずマツトなどを敷いてください。 


夺ャスター 


本体を下ろずときは 

•十分足元に注意してゆつくり下ろしてください。 
•脚のせ台は最後まで手をそえて下ろして < ださい C 
途中で手を離すと勢いよく戻ります。 


ひじ掛けのはずしかた 


ひじ掛けをはずすとあ動しやす<なります。 

1 エアープラグを取りはずす 
( P . 14手順 S 参照） 

9 取付ネジキャップを取りはずす 

一 •マイナスドライバーをツメの部分に 
差し込み押し上げる 



〇 取付ネジを取りはずす 


(ド.14手順1の含参照） 

ひじ掛けを両手で持って引さ上げる 
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② ちみ玉がせり出してさます。 

(肩位置が合っていない場合には再度上昇し、 
肩位置を合わせる動作を繰り返します。） 

▼ 

③ もみ玉が肩位置までゆっくり下がってきます。 

▼ 

④ 肩の位置でたたき動作を約1己秒間行います。 


《体型センシング • ••測定動作のこと 



•正しく体型センシングでさる身長の目安は 
約140 cm から約1 85 cm の範囲です。 


QSlA 


使用でさまずか？ 


Q 病気で通院しているけど、 

使ってもだいじようぶ？ 

A 通院先の医師と相談のうえ、 

使用してください。 

マッサージは r 触圧刺激」といって、筋肉に圧 
力をかけてほぐし、血行を促進する行為です。 
病気によっては、悪化を招く可能性ちありま 
すので、必ず医師に相談してください。 

( P .4 〜 P .5 参照） 


保型センシング^について 


Q 身長が約1 40 cm 未満の人や、 

約18己 cmJU 上の人は 
使えないのでずか？ 

4 お使いいただけまず。 

A 体型センシングの際に、肩位置が合わない場 
合がありますので、下記のような方法でご使 
用することをおすすめします。 


〈約1 40 cm 未満の場合〉〈約1 85 cm 超の場合〉 



座面に座布団を敷いて 背ちたれを倒して 
深く腰かけて 前へ体をずらして 
お使いください。 お使いください。 


Q 体型センシングやマッサージの途中で 
ボタンが点滅し、ピピピッ、ピピピッ 
とブザーが鳴り、動作が終了したので 
ずが…？ 

4 仪下のような理由で、人体を検知でき 
A ない場合は安全のため停止しまず。 

① 人が座っていない。 

②頭や 背中を背ちたれから浮かせている。 

③背 もたれ部にクッションなどの敷物をして 
いたり、厚手の服を着ている。 

深く腰かけ、頭を枕につけるように 
ゆったりちたれ、 

再度^^を押してはじめてください。 

Q 体型センシングしても肩位置が台わな 
いのでずが… 

(毎回、肩位置がずれるのでずが） 

A 座る位置や姿勢(前かがみなど）によっ 
て正しく体型をセンシングできない場 
合がありまず。 

位置調節ボタンで肩位置を調節して < ださい。 
( P .32 参昭） 

より正しくセンシングするためには、椅子に深 
く腰かけ、頭を枕(枕背クッション、背もたれ) 

につけるようにゆったりともたれてください。 


て 

し 

を 

? た。 
ての かす 
、つるさ ま 
グず 動し 
ン をな 出 
シ きぅ 検 

ン動 よを 

セな の置 

型ん 下位 
体ど 1^肩 

Q A 


とお 
音付 
グ首 
ンて 
シつ 
ンそ 
セに 
型じ 
体す 
う背 
いが。 
と玉す 
J みま 
ぃ&一 

、昇 

化に上 

養 

① 
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Q 全身自動コースを「一番強くしても物 
足りないのでずが…」 

または、「一番弱くしても強ずざるの 
でずが…」 

を 下記の方法を試してください。 

く全身自動コースを一蚕強くしても物足りなし、場含> 
枕背クッションをはがすともみ玉のあたり感 
が強くなりまず。 

※自動コースではもみ玉が体に当たる r もみ圧 
ジャストセンサー」が働 < ため背ちたれを 
倒して体重をかけても、強くなりません。 
ただ、腰は逃げにくくなるため、若干強く 
感じ！5れることはあります。 

局所を強くもみたい場含は r お好み動作」をお 
使いください。 

※お好み動作ではもみ玉が体に当たる r もみ圧 
ジャストセンサー」を解除しています。背 
もたれを倒すと体重がかかりより強くマッ 
サージがでさます。 

く全身自動コースを一番弱くしても強すぎる場含> 
枕背クッションと体の間に巧や毛巧などをはさ 
むともみ玉のあたり感がやわらかくなります。 


Q 位置調節をしてもずぐに 
動かないのでずが… 

A 調節ボタンを押したタイミングによって 
は、ずぐに動かないことがあります。 
(わずかな時間差がありまずが、異常 
ではありません） 

また、ボタンを押して r ピピピッ」と音 
が鳴るときは、限界点まで達してお 
り、それ上調節でをません。 


Q 左ちの強さが異なるように 
感じるけれどだいじようぶ？ 

4 構造上異なって 
A 感じる場合がありまず。 

より自然な感覚で マツ サージを行うために交 
互たたさ機構を採用しているため、もみ玉の 
位置がずれて動作することがあります。その 
ため左ちで強さが異なって感じることがあり 
ますが、故障ではありません。 


手 • 腕のマッサージについて 


Q 手-腕マッサージは左ち同時に 
でさないの？ 

4 異常や危険を感じたときに、 

A ずぐ停止でさるように左ち交互に 
マッサージしていまず。 

Q 手-腕エアーマッサージの後、 

手-腕の裏にホい点が残るんでずが… 

A 使用後、手や腕にマッサージのあとが 
残る場台がありまずが時間とともに 
消えていきまずので問題ありません。 


上半身の マッヴージ について 


-る強場も機化み 
ヴいもるにる変も 
ンて〇ずうずので 
セつよりよ節勢力 
は 力た圧たる調姿圧 
と 圧当みいな動やた 
_ たにちてに自ブし 
ヴれ 体のぎ圧ま-定。 
ン？ さが定ずみさ力設ず 
セか 蔵玉設弱もぐのにま 
卜ず 内み、、のず体常り 
スで にもしり定をて、た 
ャ能 部、知た設キ J つも当 
ジ 機構て 検い、動。よてに 
圧な 機つをてはのずにつ体 
みん みよ力ぎに玉でれあが 
もど もに圧ず合み能こが玉 

Q A 
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Q 

A 


タイマー機能はついていまずか？ 


Q 

A 


ついていまず。 

使いすざ防止のために、マッサージをスター 
卜させてか！5約15分で自動的に終了します。 
タイマーが切れると、脚のせ台が自動で下が 
り、ちみ玉が下部に移動して収納状態で止ま 
ります。 

再度ご使用のときは、 r 切/入1 を巧してください。 
♦ 1己分使用した後は10分程休みましよう。 

• 1日2回まで30分を目安にご使用ください。 

マッサージずるとさ m 外に、 

椅子としても使用したいのでずが… 

この製品は、ちみ玉によるマッサージをする 
ために、背もたれ部分にくぼみがあります。 
椅子としてお使いになるとさは、背もたれ部 
分にお手持ちのクッションなどを置くことを 
おすすめします。 



背ずじ 


Panasonic 

EP-MA51 



その他 


Q 1か月の電気げはい<5でずか？ 

A 1 日30分 (15 分 X 2 回）毎日使用した場 
合、約38円/月(税込み)でず。 

新電力料金目安単価22円 /kWh (税込み)で計算 


QSlA (つヴを） 

リクライニングについて 


n 背ちたれや脚のせ台の角度が自動で変 
W わる場をがありまずが… 

A 1 U 下のような場合に自動で角度が変わ 
りまず。 

① r 全身自動コース」-「骨盤コース」「お好み 
動作」を開始したとさ。 


自動でマッサージポジションまで倒れます。 


※すでにマッサージポジションよりち倒れ 
ている場合は、角度は変わりません。 



③ I I切/人 ] を押して、マツサージを終了したとき。 


自動で起さた状態に戻ります。 

《1已分タイマーで終了した場合は 
脚のせ台だけ戻ります。 

で終了した場合は、自動で角度は 
変わらず、その場ですベての動作が停止 
します。 



操作器について 


Q 

A 


操作器のふたがとれてしまったけど、 
直りまずか？ 

下記の手順で取り付けてください。 

① 操作器ふたの左下部を本体の突起部に合わ 
せる。 

② 操作器ふたのち下部の溝(誘い部）に本体の 
突起部を合わせ、矢 EP のち向へ押し込む。 


\ 

•赏 

巧依 

たれ^ 

がしら ま 
音 まえ 慰 
てさ考 M 
いてち 検 
てつ 台点 
つな 場に 
使く の店 
<さ 障売 
長大 故販 

Q A 
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その他 


Q 本体の寸法を教えてください 
P 下記の図をご参照ください。 


お励 


ひじ掛け幅/ひじ掛けをはずした状態> 
約 82cm \ 約 68cm > 



接地部分の幅 
約 68cm 

奥行さ 
約1 26cm 


脚のせ台スライド量 
約1 2cm 



背ちたれ 
局さ 

約1 17 cm 


接地部分の奥行さ 
約81 cm 



足裏部の倒れ量 
約 8cm 
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お好み動作の内容について 


(イラストは動作のイメージ図です） 


揉ねつ 


指圧 


ちみ 


さすり 


ポイントでルさく 
こねるような動作 


コリポイントを 
垂直に圧迫する動作 




たたさ 


背すじのばし 


左ち交互にトントンと 背すじにそって体を 
たた < 動作 伸ばす動作 




グイつともみこむ動作 


広くやさしくなでる 
ような動作 




隹それぞれの動作は選んだ場所に合わせた 
動さちをします。 

たとえば、「首」の指圧と、 r 肩」の指圧は 
異なる動作です。 


全身自動コース/お巧み動作の内容について 


背•腰の首•肩の I 背 •腰の、 首〜腰の 、 首•肩の 
さず0 — 揉ねつ、さすり A さず0 ^ 揉ねつ、 さすり^ 揉ねつ、さすり 




• J i 

春を春 



g 背•腰の 、首 •肩の 、背 •腰の g 首•肩の 

> 垃わつゎみ 尸 垃わつゎみ ' 娃わつもみ > 垃わつ4 




首•肩の 

背•腰の 

首•肩の t 

. 背•腰の 

揉ねつ、指圧 

ちみ 

揉ねつ、指圧 > 

^ 揉ねつ、もみ 


► 


首•肩の 



會 





肩〜腰の 
さずり 



背•腰の 
揉ねつ、もみ 


蠢 ♦ 4 


背•腰の 
さずり 



仕上げ 



仕上げ 



L 

1 v < 

巧 

4 

を = 


仕上げ 



全身自動 コースの 内容に ついて 


II ぉ知らせ 
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エラー表巧について 


動作中にエラーび発生した場合は、エラー巧客び巧り時間表巧部に表示をれます。 


残り時間表示部 


mioo I 

登録 UU か OFF 

体型検知 

首 ■■■■■■■■ 

肩 ■■■■■■■■ 

背 ■■■■■■■■ 

腰 ■■■■■■■■ 


背すじのばし 



<エラー 表示の例> 


•エラー内容 ru 10」の場合 

I (. m 

U IU が交互に点なします。 



内容 


人び座っていることを確認でさないと、安全のため動作を 

► 終了します。座っているにもかかわらずこのエラーび出た 

場合は、背もたれに深く座りなおし、再度はじめから操作し 
てください。 


内部の通信系統に異常びありますので、動作を終了します。 

「 


わみ機構部に異常びありますので、動作を終了します。 



U クライニング機構や脚のせ台の上下機構に異常びあり 
ますのでわみ機構部外の動作を終了します。 



修理ご相談センターにご連絡ください。 

ご連絡の際に、エラー表示の番号を伝えてくださると、 
点検-処置の巧応がスムーズになりまず。 



















































































































巧障かな？と思ったとを 


症状 


原因と処置 



ご使用中、無理な力がかかった場合、安全のために 

もみ玉の動さが止まることがありまず 

表示部やボタンびすべて点滅してちみ玉の動さび停止した場合、本体 
の電源スイッチを一度切り、約1日秒後に再度「入」にしてから操作して 
ください。再度止まる場合は、体を浮かし気昧にしてご使用ください。 
(特に体重 lOOkgl ：! 上のちびご使用になるときはごを意ください。） 


障害物にあたるなど、ご使用中、無理な力びかかった場合、 
安全のために動作び止まることびあります。 

表示部やボタンびすべて点滅して背わたれ、または脚のせ台び 
停止した場合、本体の電源スイツチを一度切り、約] 0秒後に再 
度「入」にしてから操作してください。 


頭び枕から離れていたり、背中び浮いていると体型センシング 
のとさに、肩の位置を実際より下に検知してしまう場合びあり 
ます。 

深く腰かけ、頭を枕につけてマッサージを最初からやり直して 
ください。 ra - P .22 〜23参照 


交互たたき機構を採用しているため、やむをえず発生するわの 
で故障ではありません。 P .47 参照 


背もたれや脚のせ台の位置(角度）により自動リクライニング 
しない場合びあります。 に穿" P .48 参照 


タイマーび働いて終了したとさや作 
きは自動で戻りません。 ^ 


3を押して終了したと 


(リクライニングを戻したし場合はを2回押してください。） 


•電源プラグび抜けている。 

•本体の電源スイッチび「切」になっている。 


風 P . 18参照 


•操作器のを押したあと、コースボタンや動作選択ボタ 
ンを押していない。 


ひじ掛けのエアープラグび抜けている。 


C ^ P . l 4参照 


>終了処理中(約日秒間)のため^^を受けつけない場合びあります。 
すべての動作び終了して、約日秒 I 又上たつてから RTO を押してください。 


電源コード、プラグが異常に熱し、 


破損してしまった 


マッサージ停止後に再度 
を押しても電源が入5なし、 


手•腕のマツヴージができない 


動作しない 

♦上半身(首〜腰)のマッサージ 
鲁下半身のマッサージ 
隹手•腕のマッサージ 


急停止 


リクライニングが自動で戻5ない 


自動 コース でマツ ヴーシ を 
スタートしてち U クライニングしない 
(自動リクライニングしない） 


左ちのもみ玉の高さ強さが異なる 


ちみ玉が肩や首の位置まで来ない 


リクライニングがでさない 
脚のせ台の上げ下げがでをなし、 

(操作器の動作表示部やボタンが 
すべて点滅して消口する） 


もみ玉が途中で止まる 

(操作器の動作表示部やボタンが 
すべて点滅して消する） 



お知5せ 


52 


ただちに使用を中止 


お願い 

このような場合、事故防止のため 
必ず販売店または r 修理ご相談 
センター」にご相談ください。 


愛情点検 


★長年ご使用のマツヴージチェアの点検を! 


り 


こんな症状はありませんか 


• コードや電源プラグが異常に熱し、。 
• 動作中に異常な音、振動がある。 
•スイッチを入れても、 

時々運転しないことがある。 

〇本体が変おしたり、 

こげくさい臭いがずる。 


ご使用中止 


故障や事故防止のため、使用を中止し、 
電源プラグをコンセントか5抜いて、必 
ず販売店に点検をご相談くださし、。 


使いかたによりまずが、目安として1日30分の 
ご使用で1〜2年程度に1度点検(有償）していたださ 
まずと、より長く快適にご使用になれまず。 


A 警告 


>絶対に改造しない。また、ご自分で分解したり、 
修理をしない。 

発乂したり、異常動作して、けびをするおそれび 
あります。 


A 注意 


>動かない場台や、異常を感じたときは使用を 
中止し、ずぐに電源プラグを抜いて点検修理を 
依頼ずる。 

守らないと感電や発乂のおそれびあります。 




動作中発生する音や感覚について 

ご使用中に下記のような動作音や感覚がありまずが、構造上発生ずるらのでずので異常ではありません。 


参 動作時にわみ玉び生地のシワを乗り越えるとさの 

参ちみ • たたを動作などの動作音(カタカタ音 • ピチピチ音 • 
シャカシャカ音） 

•ちみ玉動作時のキシ5音(キシキシ音） 

•上下動作時の動作音(カタカタ音） 

参べ ルトの回転音(シュルシュル音） 

鲁モーター音（ウォーン音 • ウイーン音•ジー音） 

•をみ玉び『押し』から『引さ』に変わる際の音(カクン音） 
•着座時の音(ギュッ音） 


•リクライニング時のひじ掛けと枕背クッションの 
こすれ音 (ギユー 音） 

•わみ玉と巧のこすれ音(ギユッギユ音） 

•エアーの排気音(シユー音 • スー音） 

•脚のせ台のガタつさ 

•座面下からのポンプ動作音 （ ビー音•ウーン音- 

ブーン曰） 

•座面下からのノ 0レブ動作音（コツ音） 

•脚ストレッチ、動作時のカクン音 


点巧をなお異常がある 



















































































定格 • 仕様 



本製品は体重が約100 kg 上の方が使用された場合、作動音が大さくなつたり、巧カバーの磨耗が早まるなどの 
場合があります。 



エアー圧力 
(ふ <5はぎ) 


マッサージチェア EP - MA 已1 

交流10 0 V 已 0-60 HZ 

11已 W 

(操作器で r 切」のとさ約 0.3 W ) 

機械器具77バイブレーター 

家庭用電気マッサージ器 ( JMDN コード346の00 0) 

SS 0 AK 巨 ZX 001 已8000 

管理医療機器 

約 73 cm (ちみ玉移動距離約目 2 cm ) 

ちみ動作時のちみ玉間隔(ちみ幅調節） 

首•肩•背•腰部約已 cm 〜約21 cm 

ちみ玉の突出量(強弱調節)約1 0 cm 

たたき約2已〇回/分〜約4已〇回/分(片側） 

背すじのばし約33秒〜約84秒で1往復 
上記(外約已回/分〜約已〇回/分 

上下移動(全体）：約 73 cm の範囲で上下ち向に自動反復 

背すじのばし•上下移動時約已 cm 〜約1 7 cm (もみ玉の幅含む） 

上記(外施療範囲(左ち方向）と同じ 

已…約 3 SkPa 

4…約 30 kPa 

3…約 S 8 kPa 

S •••約 S 已 kPa 

1…約 15 kPa 

(※部位によって若干の違いびあります。） 

背もたれ…約120度〜約17日度 
脚のせ台…約0度〜約8已度 

約1日分で自動で切 

高さ約11 7 cm X 幅約 82 cm X 奥行約1 26 cm 

高さ約 62 cm X 幅約 82 cm X 奥行約19已 cm 

約 74 k 呂 

合成皮革 

パナソニック電工株式会社 
滋賀県彥根市岡町33番地 

パナソニック電工株式会社 
大阪府門真市大字門真1048番地 


7 - 


大リクライニング 
していないとを 
を 

^リクライニング 
で I • 


リクライニンク角度 


一般的名称 
医療機器認証番号 
医療機器の種類 
施)116囲(上下方向) 

上施)!範囲(左祝向) 

半 

身施)!範囲(前後方向) 


ッマッサージ 
ヴさ 

' 上下移動距離 
ジ 

マッサー梦幅 


ぉ知らせ 


エア—マツヴ—ジ 


54 


55 




























保証とア フターヴー ビス (よ < お読み < ださい) 


修理-お取り扱い-お手入れな どのご相談は… 
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください 

相談先がなくお困りの場合は… 

♦修理は、ヴービス会社‘販売会社の「修理ご相談センター」へ！ 
• 使いかた • お買い物などのお問い合わせは、 

「お客様ご相談センター」へ！ 

■保証書（別添付） 

お買い上げ曰•販売店名などの記入を必ず確かめ、お 
買い上げの販売店からお受け取り <ださい。よ<お 
読みのあと、保管してください。 


保証期間:お買い上げ曰か5本体1年間 

ただし一般家庭！;1外(例えば業務用など）に使用され 
た場合は保証期間内でわ有料とさせて頂さます。 


■補修用性能部品の保有期間拒^ 

当社は、このマッサージチェアの補修用性能部品を、 
製造打ち切り後6年保有しています。 

注）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持する 
ために必要な部品です。 


修理を依頼されるとき 

己2ページの「故障かな？と思ったとさ」の表に従ってご 
確認のあと、直らないときは、まず電源プラグを抜いて、 
お買い上げの販売店へご連絡ください。 

♦保証期間中は 保証書の規定に従って、修理をさせ 
ていたださます。 

•保証期間を過ぎているときは 修理すれば使用で 

さる製品については、ご要望により修理させていただ 
さます。下記修理料金の仕組みをご参照のうえ、ご相 
談ください。 

•修理料金の仕組み 修理料金は、技術料.部品代- 
出張料などで構成されています。 

^柿巧斗 1は、診断’故障個所の修理および部品交換‘調整‘ 
修理完了時の点検などの作業にかかる費用です。 

I 部品代 I は、修理に使用した部品および補助材料代です。 

["出自長；1^斗1は、製品のちる場所へ技術者を派遣する場 
合の費用です D 

• ご連絡いただきたい内容 

-製品名マッサージチェア-品番 EP - MA 51 
-お買い上げ曰-故障の状況(でさるだけ具体的に） 


_地球の環境保護の為、廃棄ずるときはそのまま放置しないで各自治体の取り決めに従ってください_ 

ノけソニック電工お客様ご相談窓口のご案内 

修理-お手入れ-お取扱い-工事などのご相談は、まずお買い求めの販売店-工事店へお申し付けください。 

-相談先がなくお困りの場合は、商品名-品番をご確認の上、下記窓□へ 


修理-部品などのご相談は 


修理ご相談センター 

(全国共通を号) SS .0570-081 -365 

全国どこか!5でも市内通話料金でご利用いただけます。 
_3目己曰/受付9時〜20時_ 

ただし、携帯電話- PHS 等は下記の電話番号へおかけください。 

〒己7 1-868 目大阪府門真市門真1日48 
大阪 巧 06-6906-1 090 パナソニック電エテクノヴービス(株） 
札幌 aOn -261 -6401(© 名ち屋狂〇曰2-己已1 -7900(© 
東京 fi 03 -己 392-7190® 福岡 ®092-622-0 己31 (© 


使いかた-お買い物などのご相談 


パナソニックお客様ご相談センター 
36 己曰/受付 9 時〜 20 時 

電話？抗レ函。〇 12 〇-8 78 - 365 

■携帯電話- PHS でのご利用は… 06-6907-1187 

FAX 撫ル函 0120 -878-236 


ご注意- © EP は大阪へ自動転送になり、拠点から大阪までの転送通信料は弊社負担です。 
•所在地、電話番号、受付時間などが変更になることがあります。 


ご相談窓□におけるお客様の個人情報のお取り扱い 

パナソニック電工株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認 
などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、折り返し電話させていただくとさのため、ナンバー•ディ 
スプレイを採用しています。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由びある場合を除さ、 
第兰者に提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡ください。 


お買い上げ曰 

年月 曰 

品番 

EP-MA 己1 

販売店名 

占已か ) — 


剛メモ 


f おぼえのため、記入、 
I されると便利です/ 


パナソこック株式会な 

パナソニック電工株式会なヘルシー-ライフ事業部 

干 522-8520 滋賀県彥根市岡町33番地 


© Panasonic ヒ lectric Works Co.. Ltd. 2009 
ノけ ■ ソニックホームぺージ http://panasonic.jp 


平成21年2月]曰作成(新様式第1版) 



P931 日 MA 已 11 
Y 日 2 日 9 -日 
Printed in Japan 































